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今月号は，園生雅弘先生の企画のもとに特集として「一般内

科疾患に伴う脊髄障害」が取り上げられた．われわれ外科医に

とって，腫瘍性髄内病変との鑑別に際して常に頭を悩まされる

諸病変について，きわめて有用な論文が集められており優れた

特集号となっている．Biopsy に踏み切るかどうかを判断する際

に常に読み直すべき論文集であり，資すること大の特集をつく

り上げていただいた園生先生・著者の方々に御礼を申し上げる．

さて，このたび 16 年間にわたって勤めてきた本誌の編集委員

を退任することとなった．長いようで，終わってみればついこ

の前にこの大役を引き受けたような気分も残っている．本「脊

椎脊髄ジャーナル」は脊椎・脊髄外科分野において確固たる地

位を占めており，私の働きなど微々たるものであったが，評価

の高い本誌の編集委員を勤めさせていただいたことを誇りに

思っている．本誌の編集委員会は複数科の委員から構成されて

おり，以前には必ずしも各科の委員間の交流はなく，名ばかり

の合同編集委員会であったと聞き及んでいたが，私が在籍した

期間では編集委員同士の意見交換も盛んで，共同作業もスムー

ズに運営されていたと思う．多数の分野の人々により成り立っ

ている委員会では，構成員がお互いに相手を respect している

ことが最低限必要なことであり，かつ最も重要なことであると

思う．整形外科出身の編集委員で，現編集委員長である戸山芳

昭先生には，22 年ほど前に先生がまだ慶應義塾大学のいちばん

若手の助手をしておられたときに，私が主催した小さな研究会

にて髄内腫瘍の講演をしていただいたことがあった．本誌編集

委員会などで毎年お会いするようになり，先生と緊密なコンタ

クトが取れるようになったことは誠に嬉しいことであった．現

在，日本脊椎脊髄病学会と日本脊髄外科学会との間で，日本専

門医機構の下での共通の専門医制度の策定作業が進められてい

る．この方策の開始にあたっては，戸山先生と協議を繰り返し

た．両科に共通の制度の設立という困難に思われた作業が完成

に近づきつつあるのも，本編集委員会を通じての先生との信頼

関係が根本にあったおかげであると感謝している．

本誌は，脊髄・脊椎・末�神経に関係する分野を網羅的に取り

上げており，テーマが繰り返されることも多いが，その都度，時

代の最先端の知見が加えられており，若い筆者の発掘にも常に

心を配ってきた．今後とも，本誌がこの分野で果たす役割は大

であり，後に続く編集者諸氏・筆者諸氏および読者諸氏のます

ますの貢献を期待している．

（花北順哉）
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